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その５ 河川事業と環境変化

2

利
根
川
の
湖
へ
の
影
響

海
の
影
響
は
塩
分
を
指
標
に
そ
の

影
響
を
追
跡
で
き
ま
す
が
、
利
根
川

の
影
響
は
、
何
を
指
標
に
で
き
る
の

か
？
着
目
し
た
の
は
、銅
で
す
。

利
根
川
の
源
流
は
群
馬
県
利
根
郡

み
な
か
み
町
に
あ
る
三
国
山
脈
の
一

つ
、
大
水
上
山
付
近
で
す
。
流
下
過

程
で
渡
良
瀬
川
を
合
流
し
ま
す
。
そ

の
上
流
に
は
足
尾
銅
山
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
幕
府
直
営
の
鉱
山
で
１
８
７
７

年
に
民
営
化
さ
れ
１
９
７
３
年
に
閉

山
し
ま
す
が
、
１
９
８
０
年
ま
で
精

錬
所
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
鉱
山
か
ら
流
出
し
た

銅
が
霞
ヶ
浦
の
湖
底
堆
積
物
中
に
含

ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

最
深
部
（
玉
造
沖
）
の
泥
を
柱
状
に

採
取
し
銅
の
含
有
量
を
測
定
、
堆
積

速
度
を
３
㍉
／
年
と
し
泥
深
を
時

間
に
変
換
し
ま
し
た
（
図
１
）
。
図
中
、

銅
の
値
が
高
い
程
、
利
根
川
の
影
響

が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。 利

根
川
で
実
施
さ
れ
た
大
き
な

河
川
事
業
は
、
赤
堀
川
開
削
、
利

根
川
低
水
工
事
、
利
根
川
改
修

工
事
（
利
根
川
高
水
工
事
）
、
利

根
川
増
補
工
事
、
利
根
川
増
補

改
修
工
事
お
よ
び
霞
ヶ
浦
総
合

開
発
事
業
で
す
。
ま
た
、
関
連
し

る
事
業
と
し
て
常
陸
川
水
門
お

よ
び
利
根
川
河
口
堰
建
設
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
河
川
事
業
の
霞
ヶ
浦

北
浦
へ
の
影
響
は
、
海
水
と
利
根

川

河

川

水

の
逆

流

量

に
よ

る
も
の
で
す
。

前
回
は
塩
分
を
と
り
あ
げ
赤
堀

川
開
削
（
１
６
５
４
）
を
起
点
に
、

内
湾
か
ら
汽
水
湖
、
そ
し
て
淡
水

湖
あ
る
い
は
ダ
ム
へ
の
軌
跡
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

海
水
は
利
根
川
の
水
と
混
じ
り

な
が
ら
霞
ヶ
浦
北
浦
へ
逆
流
す
る

の
で
、
塩
分
上
昇
と
同
時
に
利
根

川
河
川
水
も
湖
内
に
逆
流
、
湖
に

影
響
を
及
ぼ
す
は
ず
で
す
。

利
根
川
の
影
響
卓
越
期

利
根
川
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
時

代
は
、
４
～
５
回
（
黒
矢
印
）
あ
り

ま
す
。

第
１
期
１
７
３
０
年
頃

霞
ヶ
浦
は
浅
間
山
噴
火
で
閉
塞

状
態
に
あ
り
ま
し
た
が
、
１
７
３
０

年
に
発
生
し
た
大
洪
水
で
利
根
川

の
流
路
が
潮
来
側
か
ら
佐
原
側
へ

移
動
し
た
こ
と
で
利
根
川
河
川
水

が
湖
内
へ
流
入
し
や
す
く
な
っ
た

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
閉

塞
状
態
が
進
み
、
１
７
８
３
年
の
浅

間
山
の
再
度
の
噴
火
で
再
び
閉
塞

状
態
が
進
ん
だ
も
の
と
見
ら
れ
ま

す
。

第
２
期
１
８
０
９
～
１
８
５
０

浅
間
山
の
噴
火
で
舟
運
等
へ
の

影
響
が
無
視
で
き
な
い
状
態
と
な

り
、幕
府
は
１
８
０
９
年
に
赤
堀
川

の
拡
幅
を
断
行
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
河
川
の
流
れ
や
湖

の
閉
塞
状
態
が
改
善
さ
れ
た
か
は

記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
明

ら
か
に
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
図

中
の
銅
の
濃
度
か
ら
判
断
す
る
と
、

拡
幅
の
効
果
は
短
期
的
で
、
間
も

な
く
閉
塞
状
態
に
戻
っ
た
も
の
と

推
察
さ
れ
ま
す
。
拡
幅
で
流
量
が

増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
河
床
に
堆

積
し
た
火
山
灰
が
下
流
に
押
し
や

ら
れ
閉
塞
状
態
が
戻
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

図
で
は
１
８
２
５
年
付
近
で
湖
底

堆
積
物
中
の
銅
の
値
が
再
上
昇
し

て
い
ま
す
が
、
１
８
３
１
年
の
「
天

保
の
水
行
直
し
」
が
こ
の
上
昇
に

該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す

（
時
間
的
な
ズ
レ
が
あ
る
の
は
、
堆

積
速
度
推
定
に
よ
る
誤
差
）
。

「
天
保
の
水
行
直
し
」
が
、
あ
る

程
度
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と

は
、
前
回
、
塩
分
濃
度
の
変
動
か
ら

も
推
察
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
幕
府

か
ら
の
命
令
で
行
わ
れ
た
と
は
い

え
、
霞
ヶ
浦
沿
岸
の
人
々
の
力
の
大

き
さ
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
水
行
直
し
」
の
効
果
が
維

持
さ
れ
た
の
は
１
８
５
０
年
頃
ま

で
の
約
20
年
程
度
で
、
そ
の
後
は
、

再
び
閉
塞
状
態
が
卓
越
し
て
い
ま

す
。

第
３
期
１
８
７
５
～
１
９
１
４

江
戸
時
代
末
期
の
利
根
川
河
口

付
近
は
、
上
流
か
ら
運
ば
れ
て
き

た
土
砂
で
堆
積
が
す
す
み
、
霞
ヶ

浦
北
浦
は
、
閉
塞
状
態
に
あ
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
利
根
川

に
限
ら
ず
全
国
の
河
川
が
同
様
の

状
況
下
に
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ

ま
す
。
な
お
輸
送
手
段
を
舟
運
に

依
存
し
た
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
、
政

府
は
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
河
川
技
術
者

を
招
聘
し
、木
曽
川
、淀
川
等
の
低

水
工
事
（
舟
運
対
策
工
事
）
に
着

手
し
ま
す
。
利
根
川
で
は
１
８
７
５

年
か
ら
低
水
工
事
、
１
９
０
０
年
か

ら
は
治
水
目
的
の
高
水
工
事
に
着

手
し
ま
す
。

こ
の
河
川
事
業
に
よ
っ
て
利
根
川

河
川
水
が
湖
内
に
一
気
に
流
れ
込

む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
図
中
の
１

９
０
０
～
１
９
１
２
０
年
の
間
に
出

現
し
て
い
る
大
き
な
ピ
ー
ク
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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の
閉
塞
状
態
が
解
消
さ
れ
ま
す
が
、

１
９
１
４
年
に
は
、
横
利
根
閘
門
が

完
成
し
利
根
川
か
ら
の
河
川
水
流

入
が
遮
断
さ
れ
、
さ
ら
に
１
９
３
０

年
に
は
利
根
川
と
常
陸
川
の
合
流

地
点
が
外
浪
逆
浦
か
ら
現
在
位
置

（
宝
山
地
点
）
に
移
動
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
利
根
川
の
影
響
が
希
薄
に

な
り
ま
す
。

第
４
期
１
９
４
８
～
１
９
７
５

１
９
４
８
年
か
ら
は
北
利
根
川
の

改
修
工
事
が
始
ま
り
１
９
７
５
年

の
常
陸
川
水
門
管
理
開
始
ま
で
の

期
間
、
約
30
年
間
は
、
利
根
川
と
の

関
係
が
緊
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
堆

積
物
の
調
査
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

鎖
性
卓
越
期

近
代
以
降
に
つ
い
て
み
る
と
閉
鎖

状
況
が
卓
越
す
る
よ
う
に
な
る
の

は
、
そ
れ
ま
で
外
浪
逆
浦
に
合
流

し
て
い
た
利
根
川
が
下
流
の
宝
山

地
先
に
付
け
替
え
ら
れ
て
か
ら
北

利
根
川
改
修
開
始
ま
で
の
期
間

（
１
９
３
０
～
４
８
）
と
常
陸
川
水

門
管
理
開
始
（
１
９
７
５
）
か
ら
現

在
に
い
た
る
期
間
で
す
。

湖
底
に
刻
ま
れ
た
水
質
史

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
生
産
の
記
録

霞
ヶ
浦
北
浦
は
、
湖
本
体
の
形
状
に

大
き
な
変
化
は
生
じ
て
は
い
ま
せ

ん
が
、
湖
尻
で
利
根
川
と
の
関
係
が

微
妙
に
変
化
し
、
こ
れ
ら
が
舟
運
、

米
作
、
漁
業
あ
る
い
は
日
常
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
ま
し

た
。

水
質
の
変
化
は
明
治
末
期
か
ら
大

正
初
期
に
な
っ
て
茨
城
県
水
産
試

験
場
に
よ
っ
て
調
査
が
開
始
さ
れ
、

部
分
的
は
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
本
格
的
な
湖
沼

観
測
が
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

の
は
昭
和
25
年
か
ら
で
す
。

そ
れ
以
前
の
水
質
や
生
物
生
産

の
状
態
を
知
る
手
が
か
り
は
、同
様

に
湖
底
に
あ
り
ま
す
。

湖
底
に
は
、
湖
内
で
生
産
さ
れ
た

珪
藻
が
化
石
と
な
っ
て
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

17
世
紀
以
降
、
珪
藻
類
が
大
増
殖

し
た
時
期
が
２
回
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

珪
藻
類
優
占
第
1
期

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
珪
藻
類
は

１
７
０
０
年
代
初
期
に
は
、
少
な
目

に
推
移
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
浅

間
山
の
２
回
の
噴
火
後
に
急
上
昇

し
、
さ
ら
に
赤
堀
川
拡
幅
後
に
再

び
増
大
し
、
１
８
２
５
年
に
更
に
上

昇
、
１
８
３
０
年
頃
に
頂
点
に
達
し

て
い
ま
す
。

珪
藻
類
の
減
少
が
始
ま
る
時
期

は
、
１
８
３
０
年
頃
で
、
天
保
の
水

行
直
し
の
時
期
に
一
致
し
て
い
ま

す
（
図
２
参
照
）
。
珪
藻
の
低
水
準

期
は
１
８
７
５
年
ま
で
の
約
25
年

間
で
す
。

珪
藻
類
優
占
第
２
期

１
８
７
５
年
か
ら
家
藻
類
の
増
殖

が
始
ま
り
１
９
０
７
年
頃
か
ら
１
９

１
０
年
の
間
に
ピ
ー
ク
に
達
し
、
以

後
、
減
少
に
向
か
い
１
９
２
５
年
頃

に
再
び
珪
藻
類
の
増
殖
が
低
水
準

期
に
入
り
ま
す
。

珪
藻
類
優
占
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

珪
藻
類
が
優
占
す
る
と
は
、
ど
の

よ
う
な
状
態
で
、
ど
の
よ
う
な
メ
カ

ニ
ズ
ム
で
大
増
殖
時
代
が
到
来
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。

珪
藻
卓
越
第
１
期
が
最
大
に
達

す
る
の
は
、
浅
間
山
の
２
回
の
噴
火

で
河
口
が
閉
塞
状
態
と
な
り
、
上

流
の
赤
堀
川
が
拡
幅
さ
れ
利
根
川

の
流
量
が
増
大
し
た
時
代
で
す
。こ

れ
ら
の
河
川
形
状
の
変
化
に
よ
っ

て
利
根
川
か
ら
の
河
川
水
が
霞
ヶ

浦
北
浦
に
大
量
に
流
れ
込
む
よ
う

に
な
り
ま
す
。

珪
藻
類
の
増
殖
に
は
、
他
の
植
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
違
っ
て
ケ
イ
酸
塩

が
必
要
で
す
。
利
根
川
河
川
水
に

含
ま
れ
る
ケ
イ
酸
塩
の
湖
内
へ
の

供
給
が
珪
藻
類
卓
越
の1

因
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

珪
藻
類
優
占
第
２
期
は
、
１
８
７

５
年
、
利
根
川
低
水
工
事
開
始
と

同
時
に
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

１
９
０
０
年
に
珪
藻
類
の
増
殖
が

ピ
ー
ク
に
達
し
、
以
後
減
衰
し
始
め
、

１
９
２
５
年
頃
に
低
迷
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。

珪
藻
類
の
最
盛
期
に
は
、
ワ
カ
サ

ギ
、
シ
ラ
ウ
オ
、
タ
ン
カ
イ
（
和
名
カ

ラ
ス
ガ
イ
）
の
漁
獲
量
が
最
大
に
達

し
た
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

珪
藻
類
は
低
迷
期
に
入
り
ま
す

が
、
こ
の
時
代
に
な
る
と
替
わ
っ
て

ア
オ
コ
を
初
め
と
す
る
珪
藻
類
以

外
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
増
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
利
根
川
河
川

水
が
卓
越
し
て
い
た
時
代
に
は
、
河

川
水
中
の
銅
（
図
１
参
照
）
が
、
藍

藻
類
の
増
殖
を
抑
制
し
、
珪
藻
類

の
増
殖
を
支
え
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。図
２
で
は
、１
９
２
５

利根川低水工事



年
以
降
、
珪
藻
類
が
低
水
準
で
推

移
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
か

わ
っ
て
、
藍
藻
や
緑
藻
類
が
勢
力
を

伸
ば
し
て
き
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
ま
す
。
１
９
５
０
年
か
ら
開
始
さ

れ
た
霞
ヶ
浦
北
浦
湖
沼
観
測
（
茨

城
県
霞
ヶ
浦
北
浦
水
産
振
興
場
、

同
水
産
事
務
所
、
茨
城
県
内
水
面

水
産
試
験
場
）
結
果
か
ら
、
そ
う

し
た
植
物
プ
ラ
ク
ト
ン
の
推
移
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

湖
底
の
記
憶
か
ら

湖
水
の
水
質
や
生
物
生
産
に
影

響
を
与
え
る
主
要
な
元
素
で
あ
る

炭
素
、
窒
素
、
リ
ン
の
動
き
を
湖
底

に
残
さ
れ
た
記
録
で
探
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

図
３
は
堆
積
物
中
の
炭
素
、窒
素
、

リ
ン
の
濃
度
を
堆
積
速
度
で
時
系

列
に
変
換
し
た
図
で
す
。

炭
素
で
は
１
９
０
０
年
か
ら
年
々

上
昇
し
１
９
３
０
年
２
倍
の
６
㎎

に
達
し
て
い
ま
す
。

１
９
３
０
年
か
ら
１
９
６
０
年
の
間

は
、こ
の
水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す

が
、
以
後
は
再
上
昇
し
２
０
０
０
年

に
は
７
㎎
に
達
し
て
い
ま
す
。

図
中
に
は
、
主
な
河
川
事
業
を
矢

印
で
示
し
ま
し
た
が
、
利
根
川
低

水
・
高
水
工
事
開
始
と
と
も
に
湖

底
へ
の
有
機
物
堆
積
が
進
み
同
工

事
完
了
か
ら
常
陸
川
水
門
着
工
ま

で
の
期
間
、
こ
の
水
準
を
維
持
し

た
後
、
１
９
６
０
年
頃
か
ら
再
上
昇

を
し
て
い
ま
す
。

全
窒
素
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
傾
向

が
う
か
が
え
ま
す
。

２
回
の
湖
底
へ
の
有
機
物
堆
積
卓

越
期
（
１
９
０
０―

１
９
３
０
、
１
９

６
０
以
降
）
は
、
利
根
川
と
の
関
係

が
希
薄
に
な
っ
て
閉
鎖
性
が
高
ま
っ

た
期
間
で
す
。

堆
積
さ
れ
た
有
機
物
は
、
微
生
物

等
の
活
動
で
水
質
に
反
映
さ
れ
ま

す
。湖

底
に
堆
積
し
た
有
機
物
は
微

生
物
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
、
湖

霞ヶ浦北浦歴史的不漁の謎を解く その５ 河川事業と環境変化
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今
回
の
ま
と
め

江
戸
時
代
以
降
の
河
川
事
業
の
漁
業

へ
の
影
響
を
詳
細
に
検
討
し
、
河
川
事

業
が
漁
業
や
環
境
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、や
や
詳
し

く
紹
介
し
ま
し
た
。
霞
ヶ
浦
で
の
河
川

事
業
や
開
発
が
漁
業
だ
け
で
は
な
く
、

環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た

歴
史
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
で
す
。

霞
ヶ
浦
に
お
け
る
「
歴
史
的
不
漁
の
原

因
」
の
結
論
は
す
で
に
前
々
回
に
紹
介

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
今
回
の
内
容
で

さ
ら
に
確
か
な
も
の
と
し
ま
し
た
。

図３ 炭素、窒素、リンの堆積速度

内
で
循
環
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に

微
生
物
は
、
底

生
動
物
や
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
に
よ
っ

て
消
費
さ
れ
、

そ
の
過
程
で
、

無
機
態
窒
素
、

リ
ン
、
あ
る
い
は

炭
酸
ガ
ス
が
生

産
さ
れ
、
そ
れ

ら
を
植
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
が
利

用
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
江

戸
時
代
以
降

行
わ
れ
て
き
た
、

河
川
事
業
は
、
湖
内
へ
の
有
機
物
堆
積
と

分
解
を
と
お
し
て
水
質
や
漁
業
に
影
響

を
与
え
て
つ
づ
け
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

akimotoakiomi@gmail.com

「
霞
ヶ
浦
周
航
歌
」
は
、

茨
城
県
の
霞
ヶ
浦
の
名
所

を
全
9
番
に
わ
た
っ
て
情

緒
豊
か
に
歌
い
上
げ
た
、

赤
根
祥
道
作
詞
・
安
田
優

作
曲
の
歌
曲
で
す
。

霞
ヶ
浦
周
航
歌
を
皆
様

に
広
く
知
っ
て
頂
く
た
め

皆
様
方
の
ご
意
見
を
取
り

入
れ
て
昨
年
8
月
の
霞
ヶ

浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

「
エ
コ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に

合
わ
せ
カ
ラ
ー
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
、
配
布
と
パ
ネ

ル
展
示
、
日
本
三
大
サ
イ

ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
紹
介
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
土
浦

の
ラ
ク
ス
マ
リ
ー
ナ
で
活

動
す
る
「
Ｂ
＆
Ｇ
土
浦
海

洋
ク
ラ
ブ
」
の
子
供
達
の

為
の
陸
上
カ
ヌ
ー
体
験
も

実
施
頂
き
多
く
の
方
の
参

加
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の

時
「
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い

歌
が
あ
っ
た
と
は
知
ら
な

か
っ
た
」
と
の
声
に
元
気

を
貰
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
程
な
く
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

編
曲
も
出
来
ま
し
た
の
で

土
浦
市
内
中
学
校
に
紹

介
。
今
年
に
な
っ
て
新
し

く
な
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

小
学
校
、
公
民
館
、
高
齢

者
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
等
の

「
歌
う
会
」
に
向
け
て
配

布
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
カ
ラ
オ
ケ
で
歌

い
た
い
と
い
う
要
望
に
応

え
て
以
下
改
善
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
①
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
４
Ｐ
そ
の
ま
ま
Ｑ
Ｒ

化
、
そ
の
②
歌
の
脇
に
カ

ラ
オ
ケ
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
追

加
い
た
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
は

「
阿
見
吹
奏
楽
団
」
に
演

奏
し
て
頂
け
ま
し
た
。
い

ず
れ
は
中
学
、
高
校
や
大

学
、
一
般
の
楽
団
に
演
奏

頂
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
で
も
「
霞
ヶ
浦
周
航

歌
Ｐ
Ｊ
で
は
遊
覧
船
ホ
ワ

イ
ト
ア
イ
リ
ス
号
で
の
歌

う
会
と
湖
上
遊
覧
に
美

味
し
い
食
事
の
イ
ベ
ン
ト

が
好
評
で
し
た
。
こ
れ
は

花
見
・
帆
引
き
船
・
冬
は

カ
モ
メ
。
サ
イ
ク
ル
ー
ズ
等

と
組
み
合
わ
せ
を
湖
岸
の

バ
ス
会
社
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
ま
し
た
結
果
、
湖
岸
の

歌
詞
ポ
イ
ン
ト
を
巡
る

安
・
近
・
短
の
地
域
発
信

型
聖
地
巡
礼
の
「
地
旅
」

と
し
て
バ
ス
旅
行
に
発
展

出
来
る
と
の
感
触
を
持
ち

ま
し
た
。

先
ず
は
土
浦
市
を
モ
デ

ル
と
し
て
時
間
を
掛
け
な

が
ら
歌
う
こ
と
か
ら
環
境

や
故
郷
を
大
切
に
か
つ
て

の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

寄稿 霞ヶ浦周航歌を歌ってください 前ラクスマリーナ専務 秋元昭臣 (土浦市)

４

▲YouTubeで
聴けます
（NEWSつくば）



ＮＰＯ法人霞ヶ浦アカデミーは、みなさまのご支援により活動を
継続できています。活動を共にしてくれる、また応援してくれる会
員を募集しています。ご協力よろしくお願いいたします。
普通会員 入会金 １，０００円 ／ 年会費 ３，０００円
賛助会員 １口 １０，０００円

[入会の方法]
氏名、住所、連絡先、会員の種類をご記載の上、お気軽にメール
ください
メールアドレス kasumigaura.academy@gmail.com

会 員 募 集

今回のテーマ： 東西南北 鹿島神宮４つの一之鳥居

鹿
島
神
宮
は
、
紀
元
前
６
６
０
年
創
建

と
伝
え
ら
れ
る
由
緒
あ
る
神
社
で
す
。
御

祭
神
・
武
甕
槌
大
神(

た
け
み
か
づ
ち
の
お

お
か
み)

は
、
武
神
、
勝
利
の
神
と
し
て
古

来
よ
り
信
仰
を
集
め
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
鹿
島
神
宮
に
は
、
東
西
南
北
そ
れ
ぞ

れ
に
一
之
鳥
居
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
４
つ

の
鳥
居
に
囲
ま
れ
た
場
所
が
神
域
と
さ
れ

て
い
ま
す
（
下
図
参
照
）
。

北
浦
・
大
船
津
に
あ
る
大
き
な
赤
い
鳥

居
は
、
「
西
の
一
之
鳥
居
」
。
か
つ
て
は
、
湖

上
を
行
き
交
う
舟
の
目
印
に
も
な
っ
て
い

た
そ
う
で
、
水
上
鳥
居
と
し
て
は
国
内
最

大
級
で
す
。

「
南
の
一
之
鳥
居
」
は
、
東
国
三
社
の
一

つ
、
息
栖
神
社
（
神
栖
市
）
に
あ
り
ま
す
。

常
陸
利
根
川
に
面
し
た
船
着
き
場
に
建

ち
、
息
栖
神
社
の
一
之
鳥
居
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

鹿
島
灘
を
の
ぞ
む
明
石
の
浜
（
鹿
嶋
市
）

に
あ
る
の
が
、
「
東
の
一
之
鳥
居
」
で
す
。

西
の
鳥
居
が
大
き
く
立
派
な
も
の
で
あ

る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
木
造
で
素
朴
さ

さ
え
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
武
甕
槌
大
神
が

上
陸
し
た
と
い
わ
れ
る
場
所
で
あ
り
、
初

日
の
出
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
で
す
。

鹿
嶋
市
浜
津
賀
に
あ
る
「
北
の
一
之
鳥

居
」
は
、
戸
隠
神
社
の
境
内
、
神
戸
森
（
ご

う
ど
の
も
り
）
に
飯
沼
街
道
を
ま
た
い
で

建
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
、
飯
沼
街
道
は

水
戸
か
ら
銚
子
・
飯
沼
観
音
へ
と
続
く

「
脇
往
還
」
（
注
）
で
、
多
く
の
人
が
往
来

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
街
道
を
、
水
戸
藩

主
・
徳
川
光
圀
や
斉
昭
も
通
っ
た
と
い
い

ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
12
年
に
一
度
の
鹿
島
神

宮
の
大
祭
、
御
船
祭
（
み
ふ
ね
ま
つ
り
）
が

９
月
２
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
何
十
隻
も
の

舟
を
従
え
た
御
座
船
が
鰐
川
、
浪
逆
浦
を

渡
る
様
は
圧
巻
。
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

霞
ヶ
浦
を
構
成
す
る
湖
の
一
つ
「
北
浦
」
。そ
の
潮
来
と
鹿
嶋
を
結
ぶ
神
宮

橋
の
た
も
と
に
、
「
鹿
島
神
宮
一
之
鳥
居
」
は
、
参
詣
者
を
迎
え
る
よ
う
に
し

て
建
っ
て
い
ま
す
。
鹿
島
神
宮
に
は
、
こ
う
し
た
一
之
鳥
居
が
４
カ
所
あ
り
ま

す
。

鹿
島
神
宮
４
つ
の
一
之
鳥
居
（
筆
者
作
成
）

Writer Ｓａｉｋｉ・Ｈ
プロフィール：鹿行地区在住。地
域のイベントなどを取材し、紹介
しています。

か
す
み
が
う
ら

れ
き
し
さ
ん
ぽ

霞
ヶ
浦

歴
史
散
歩

（
注
）
脇
往
還…

江
戸
時
代
、
五
街
道

以
外
の
主
要
街
道

▲西の一之鳥居を対岸よりのぞむ

５



オイカワ丸先生を招いて生物多様性講演会を開催

行

ビオトープで遊ぼう１１/１６

間
市
に
あ
る
天
神
の
里
ビ
オ

ト
ー
プ
ま
で
遠
征
す
る
企
画

「
ビ
オ
ト
ー
プ
で
遊
ぼ
う
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
行
方
市
に
み
ん
な
で
ビ
オ

ト
ー
プ
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い

て
、
そ
の
学
び
を
得
る
た
め
の
遠
征

で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
の
住
処
が
で
き

る
よ
う
、
明
る
い
と
こ
ろ
、
暗
い
と
こ

ろ
、
水
の
流
れ
る
と
こ
ろ
、
溜
ま
る
と

こ
ろ
、
、
、
と
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
、
そ
し

て
大
変
で
あ
ろ
う
管
理
に
つ
い
て
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
は
友
部
駅
前
のto

m
o
a

の
談

話
室
を
お
借
り
し
て
、
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
で
図
鑑
を
つ
か
っ
た
り
、
参

加
者
ど
お
し
で
話
し
合
っ
た
り
し
な

が
ら
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

笠

12/7

方
市
市
制
20
周
年
生
物
多
様

性
講
演
会
『
自
宅
で
で
き
る
ビ

オ
ト
ー
プ
と
生
物
多
様
性
保
全
』
を

12
月
7
日
行
方
市
玉
造
公
民
館
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
福
岡
県
か
ら
、
Ｘ
（
旧

T
w

itte
r

）
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
5
・
5
万

人
の
生
物
系
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
中

島
淳
（
オ
イ
カ
ワ
丸
）
先
生
。
参
加
者

は
県
内
外
か
ら
66
名
の
方
に
来
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
冒
頭
、
行
方
市
経
済

部
環
境
課
か
ら
「
市
内
の
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
繁
殖
状
況
」
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

 

そ
の
後
オ
イ
カ
ワ
丸
先
生
よ
り
、
生

物
多
様
性
に
つ
い
て
、
湿
地
帯
ビ
オ

ト
ー
プ
に
つ
い
て
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
作

り
方
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
生
物
多
様
性
を
守
り
、
再
生

を
目
指
し
て
い
く
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
」
に
つ
い
て
な
ど
最
近
の
環

境
政
策
の
流
れ
を
分
か
り
や
す
く
解

説
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ビ
オ
ト
ー
プ
の
作
り
方
に
つ
い
て
は
、

実
戦
経
験
や
事
例
も
踏
ま
え
つ
つ

「
ま
ず
や
っ
て
み
る
こ
と
が
大
切
」
で

あ
る
と
背
中
を
押
し
て
も
ら
え
る

内
容
で
し
た
。

今
回
の
講
演
を
き
っ
か
け
に
、
湿
地

帯
ビ
オ
ト
ー
プ
が
増
え
て
い
っ
て
く

れ
る
と
嬉
し
い
で
す
し
、
我
々
も
こ

れ
か
ら
ビ
オ
ト
ー
プ
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
の
で
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

講
師
の
中
島
先
生
、
市
内
の
コ
ウ
ノ

ト
リ
に
つ
い
て
報
告
く
だ
さ
っ
た
行

方
市
の
環
境
課
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
ご
参
加
く
だ

さ
っ
た
方
、お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
た

く
さ
ん
の
方
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
の
山
田
証
さ
ん
を
招
き
『
食
べ
ら

れ
る
野
草
探
し
』
を
11
月
9
日
に
開
催
し
ま

し
た
。参
加
者
は
30
名
。

あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
た
め
、
ど
ん
ぐ
り
の

見
分
け
方
、
ど
ん
ぐ
り
珈
琲
づ
く
り
を
室
内

で
行
い
ま
し
た
。

後
半
、
雨
が
弱
く
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
外

に
行
き
、
ハ
ル
ジ
オ
ン
、
カ
タ
バ
ミ
、
ス
イ
バ
、
オ

ニ
タ
ビ
ラ
コ
な
ど
野
草
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら

お
散
歩
し
ま
し
た
。

１１/9

森

山田証さんと

食べられる野草探し

６



Writer 西谷篤彦
元大学病院薬剤部・(独)医薬品医療機
器総合機構勤務薬剤師。霞ヶ浦アカデ
ミーの会員で、故郷の環境保全、地方活
性化を願いつつ横浜と霞ヶ浦の家との二
地域居住生活を続けている。

奥井登美子
薬剤師。1895年創業の奥井薬局を経
営する傍ら、霞ケ浦の自然を守る活動な
どに参加。1933年生まれ、土浦市在住。

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
も

皆
様
が
お
元
気
で
ご
活
躍
で
き
ま
す

よ
う
に
、
90
歳
過
ぎ
て
も
現
役
で
土
浦

市
の
奥
井
薬
局
で
お
仕
事
を
続
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
奥
井
登
美
子
さ
ん
の
「
交

通
事
故
ボ
ウ
シ
・
転
倒
ボ
ウ
シ
作
戦
」

の
コ
ラ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

交
通
事
故
ボ
ウ
シ
・
転
倒
ボ
ウ
シ
作
戦

茨
城
県
は
、
老
人
の
交
通
事
故
件
数

が
多
い
ら
し
い
。

田
ん
ぼ
に
水
を
引
く
、
上
の
田
、
中
間

の
田
、
下
の
田
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
主
が

い
て
、
ど
の
田
に
も
公
平
に
水
が
流
れ

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

茨
城
に
は
、
今
も
、
田
ん
ぼ
の
「
農
村

の
文
化
」
が
残
っ
て
い
る
と
思
う
。
み
ん

な
と
一
緒
に
何
か
行
う
の
に
か
け
て
は

誰
も
上
手
だ
が
、
一
人
で
行
動
す
る
こ

と
、
目
立
つ
こ
と
が
嫌
わ
れ
る
。

お
年
寄
り
の
服
装
を
見
て
も
、
皆
と

同
じ
色
、
形
に
し
な
い
と
気
が
す
ま
な

い
。
黒
や
灰
色
ば
か
り
、
少
し
明
る
い
色

の
上
着
が
ほ
し
い
と
思
っ
て
洋
服
屋
さ

ん
を
探
し
た
が
、
ど
こ
も
同
じ
黒
い
色

ば
か
り
だ
っ
た
。

黒
い
服
を
着
て
、
冬
の
夕
方
、
薄
暗
い

道
路
の
信
号
を
無
視
し
て
渡
っ
て
し
ま

う
。
こ
れ
で
は
交
通
事
故
が
起
ら
な
い

わ
け
が
な
い
。
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ

う
？交

通
事
故
ボ
ウ
シ
、転
倒
ボ
ウ
シ
を
か

ね
て
帽
子
の
飾
り
を
造
っ
て
み
よ
う
。

昔
、
イ
タ
リ
ヤ
の
貴
族
は
、
競
っ
て
、
帽

子
の
飾
り
に
お
金
を
か
け
た
ら
し
い
。

私
も
貴
族
の
一
人
に
な
っ
た
つ
も
り
で

本日はホームゲレンデの霞ヶ浦。

１月の松戸の大会の準備を兼ねて、
二人艇も出しました。

がんばりましょう。

午後は対岸へ遠征。
風もなく、いい練習となりました。

＊ 残念ながら松戸の大会は強風の
影響で中止になりました。

行方カヌークラブHP

７

写
真
：転
倒
ボ
ウ
シ

い
る
。

お
金
は
か
け
ら
れ
な
い
が
、
時
間
と
ア

イ
デ
ア
を
か
け
て
み
よ
う
。
昔
、
亭
主
が

着
け
て
い
た
派
手
な
ネ
ク
タ
イ
。
沖
縄
の

人
か
ら
頂
い
た
貝
殻
。
ト
リ
の
羽
。
着
物

の
端
切
れ
、
少
し
、
明
る
く
、
反
射
し
て

見
え
る
雑
多
な
も
の
を
集
め
て
き
て

「
帽
子
飾
り
」
を
造
っ
て
み
た
。

90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
友
に
は
亀

城
公
園
の
樹
齢
５
０
０
歳
の
シ
イ
の
実

を
拾
っ
て
き
て
リ
ボ
ン
に
貼
り
付
け
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

私
は
い
ま
真
心
こ
め
て
、
「
転
倒
ボ
ウ

シ
」
を
願
い
な
が
ら
古
ネ
ク
タ
イ
に
ど
ん

ぐ
り
を
貼
り
付
け
て
い
る
。
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編
集
後
記

年
が
明
け
て
少
し
し
た
頃

か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
植
え
た
い
な
ぁ
と
体

が
む
ず
む
ず
し
て
き
ま
し

た
。
今
日
あ
た
り
海
夫
通

信
の
編
集
も
終
え
ら
れ
る

の
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え

よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
個
人
的
に
注
目
し

て
い
る
の
が
俳
優
の
片
田

陽
依
（
か
た
だ
ひ
よ
り
）
さ

ん
。
ま
だ
大
き
な
役
は
な

く
有
名
と
は
言
え
な
い
か

も
で
す
が
、
大
の
虫
好
き

で
、
虫
の
魅
力
を
伝
え
る

動
画
を
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
「
ひ
よ
り

の
虫
日
記
」
を
ぜ
ひ
見
て

く
だ
さ
い
。
虫
が
嫌
い
に
な

る
の
は
、
虫
と
接
す
る
機

会
が
少
な
い
か
ら
で
は
？

と
精
力
的
に
虫
の
魅
力
を

動
画
で
伝
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
、
霞
ヶ
浦
ア

カ
デ
ミ
ー
の
活
動
も
「
霞
ヶ

浦
が
汚
れ
る
の
は
、
霞
ヶ
浦

か
ら
人
が
離
れ
た
か
ら
」

が
ベ
ー
ス
で
す
。
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
に
、
見
て
、
触
れ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
活
動

を
継
続
し
た
い
で
す
。

(

菊
地
章
雄)

ナ
ノ
ハ
ナ
は
も
っ
と
暖
か
く
な
っ
て
か
ら

じ
ゃ
な
い
の
？
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
ナ
ノ
ハ
ナ
が
美
味
し
い
時
期

は
、
新
芽
の
頃
や
花
が
咲
く
前
の
蕾
の

頃
で
、
黄
色
い
花
が
満
開
に
な
る
頃
に

は
す
で
に
食
べ
頃
を
過
ぎ
て
い
る
こ
と

が
多
い
で
す
。辺
見
庸
さ
ん
の
「
も
の
食

う
人
び
と
」
と
言
う
本
の
中
で
「
ナ
ノ
ハ

ナ
の
達
人
に
聞
い
た
、
一
番
美
味
し
い

食
べ
方
」
と
い
う
の
を
紹
介
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
何
と
「
ナ
ノ
ハ
ナ
を
生
の
ま

ま
刻
ん
で
、
軽
く
塩
揉
み
し
て
、
そ
の
ま

ま
温
か
い
ご
飯
に
乗
せ
て
食
べ
る
」
と
い

う
も
の
で
す
。
ナ
ノ
ハ
ナ
そ
の
も
の
の
風

味
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
感
じ
ら
れ
る
食
べ

方
で
す
が
、こ
れ
が
出
来
る
の
も
、
早
春

の
今
の
時
期
な
の
で
す
。

ナ
ノ
ハ
ナ
と
は
、
代
表
的
な
セ
イ
ヨ
ウ

ア
ブ
ラ
ナ
だ
け
の
こ
と
を
指
す
の
で
は

な
く
、
主
に
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
黄
色
い
花

が
咲
く
植
物
全
般
を
指
し
て
お
り
、

キ
ャ
ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ダ
イ
コ
ン
や

タ
カ
ナ
な
ど
の
若
葉
や
新
芽
も
ナ
ノ
ハ

ナ
と
呼
ば
れ
ま
す
。

僕
は
主
に
、
甘
み
を
感
じ
る
ア
ブ
ラ
ナ

の
仲
間
、
辛
味
を
感
じ
る
カ
ラ
シ
ナ
の

仲
間
、
と
分
け
て
使
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

特
に
セ
イ
ヨ
ウ
カ
ラ
シ
ナ
、
ダ
イ
コ
ン
や

タ
カ
ナ
に
代
表
さ
れ
る
カ
ラ
シ
ナ
の
仲

間
は
、
ピ
リ
リ
と
し
た
辛
味
を
楽
し
め

る
種
類
で
す
。
ア
ブ
ラ
ナ
の
仲
間
よ
り

も
早
く
、
2
月
初
め
か
ら
食
べ
頃
を
迎

え
ま
す
。そ
の
分
、旬
が
過
ぎ
る
の
も
早

く
、
3
月
に
ア
ブ
ラ
ナ
の
仲
間
が
花
を

咲
か
せ
る
頃
に
は
、す
で
に
カ
ラ
シ
ナ
の

仲
間
は
エ
グ
味
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、ナ
ノ
ハ
ナ
の
旬

は
ま
だ
寒
い
2
月
頃
か
ら
と
言
え
る
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、花
が
咲
く

前
の
ナ
ノ
ハ
ナ
を
見
分
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
、
一
番
美
味
し
い
時
期
を
楽

し
ん
で
み
て
下
さ
い
。

森林インストラクター
山菜ソムリエ

山田 証

海夫通信では、みなさまからの掲載する原稿・写真を募集していま
す。昔の霞ケ浦の様子や、庭にいた珍しい生き物、お気に入りの自
然スポット、本の感想などテーマ問わず原稿をお寄せください。

日
本
全
国
の
野
草
を
食
べ
な
が

ら
旅
を
す
る
、
山
菜
ソ
ム
リ
エ
の

山
田
証
で
す
。
霞
ヶ
浦
ア
カ
デ

ミ
ー
の
皆
さ
ん
と
も
、
野
草
や
ド

ン
グ
リ
と
い
っ
た
、
自
然
の
食
べ
物

に
触
れ
合
う
イ
ベ
ン
ト
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
食
べ
物
が
、
流
通
経

路
で
や
っ
て
く
る
現
代
。
食
料
難
、

防
災
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
の

時
代
で
は
特
に
、
身
の
回
り
の
自

然
の
も
の
の
活
用
が
大
切
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
2
月
に
僕
が
楽
し

み
に
す
る
野
草
は
ナ
ノ
ハ
ナ
で
す
。

連載第４回

野草キッチン
〜ナノハナの一番

美味しい食べ方～

※野草の見分けや採取、調理や摂取は自己責任にて、お願いします。
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